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あいさつ
小山弘志
第十一回の国際日本文学研究集会の開催にあたり、御挨拶を申し上げます。
昨年は第十回ということで三日間にわたって催しましたが、今回はまた例
年に復しまして、二日間、今日の午後これからと、それから明日、午前は研
究発表、午後は公開講演会、というようなスケジュールでいたします。お手
元のプログラムでお分かりになりますように、今日の午後は研究発表が六つ
ございます。明日三つ、合わせて九つでございます。ちょっとハードなスケ
ジョールになりました。おかげさまで年を追いまして、発表のお申し込みも
多くなってまいりました。今回も十七の応募がございまして、館外のかたに
も加わっていただいております委員会で検討しまして、時間のゆるす最大限、
九つの御発表を選ぶことになった次第でございます。
前回も申し上げましたが、こういう集会はどういう形が良いか試行錯誤を
重ねているところでございますが、外国人のかたで日本で勉強なさっている
人、また外国において日本文学研究をなさっているかた、日本人であっても
長く外国において研究なさっているかた、そういうかたが自ずから多くはな
るのですが、そういうかたばかりになるのもどうかということで、ある程度、
現在日本で研究なさっている日本人のかたのも加えていきたい、というのが
私どもの考えでございます。今回は九つのうちのこつがそういう、いわば日
本人による日本文学の研究ということになっております。こういうことを区
別するのはどうかとも思いますが、やはり外国にいらっしゃったりあるいは
外国人のかたであったりしますと、こういう機会に日本人の、普通のと申し
ますか、普通日本で日本文学を研究している人の話も聞きたいという御希望
があろうと推測いたします。討論その他において、相互の交流をはかるため
にも、このような形がよいのではないかと思います。
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今日の午後は研究発表会ですが、明日の午前中の研究発表会に続いて、午
後の公開講演会、これは例年のことでございますが、公開の形で行います。
毎年だいたいその頃に来ていただいている当館の客員教授のかたにお願いす
るのを、いわば恒例にしております。今年はドイツのハンブρルクゃ大学のシュ
ナイダー教授が、客員教授としておみえでございますので、プログラムにあ
りますような題で御講演をいただくことにいたしました。それから、もうお
一方については必ずしも原則を決めていないのですが、今回幸いにも、国際
交流基金の援助を得まして、ロンドン大学のオニール教授にお話いただける
ことになりました。つい先日日本においでになりまして、二週間ちょっとく
らい御滞在でございます。私どもでお願いして、そして交流基金のほうの援
助を得て実現した次第です。そのお二人の公開講演会を、明日の午後に行い
ます。
さきほども申しましたように、館内の者だけでなく、館外のかたも加えま
して、委員会を作っております。昨年同様、青山学院大学の池田重教授が委
員長で、アラン・ターニーさん、ドナルド・キーンさん、長谷川泉さん、芳
賀徹さんを外部から委員にお願いいたしまして、研究発表の採択、どのよう
なプログラムにするかというようなことの御相談を経て、今日を迎えました。
こういう所に立ちましたついでに、毎年のことで、何度もおいでになって
いるかたは、またかとお思いかと存じますが、当館の近況について、そのす
べてではございませんが、ほんの一つ二つだけ御紹介申し上げます。
御承知のマイクロ・フィルムの収集は毎年継続されておりまして、今もう
85000点くらいにはなっている、それを超えているかもしれないと存じます。
この数が増えますと、ただ増えたということだけではなく、相互の関連とい
うこともあって、利用価値がだいぶ増してきているように思います。事実、
閲覧や複写サービスの利用者も増えてきております。
それから、これは今まであまり申しませんでしたが、雑誌・紀要の類の、
過去十五年間の集積が相当大きく、それ以前のパック・ナンバーももちろん
-4一
若干ございますが、合わせてやはり 6万冊を超えております。これは御承知
のように、「国文学年鑑」というかたちで毎年そのリストを出しておりますけ
れども、そのリストに入っているもののほとんどの実際のものがここにある
という状態になっており、これまた利用者が増大しております。
あと江戸時代以前の本そのものがございます。私どもでは、和古書という
言い方をいたしておりますが、これはそうどんどん伸びるというわけにはい
かないのですが、それでも現在約6000冊くらい在り、毎年可能な限り収集に
努めております。その一端を、ただいま二階の展示室で「特別展示」として
展覧しております。絵巻、絵本そして版本の挿絵というテーマで、 50余点展
示してございますので、休憩の時間などに御覧いただければ、幸いに存じま
す。
前回予告いたしました、オンライン検索というものを、今年から開始する
ことができました。今のところそうたくさんの利用者があるわけではござい
ませんが、徐々に増えていくのではないかと思います。これも御利用いただ
きたいと思います。今のところ検索の範囲は、マイクロ資料目録に掲載され
ているものと、さきほどの和古書の目録に入っているもの、それがオンライ
ンで検索できるという段階でございます。これも徐々に範囲を広げていきた
い、一番必要とされるのは論文、研究文献のオンライン検索でしょうが、こ
れはキーワードを付けることにいろいろとむずかしい問題があり、もう一息
というところでございます。当初は十分なかたちで、発足できないかもしれ
ませんが、鋭意、数年後にはそれができるようにと考えております。
なお、ここの三階に参考室というのがございます。そこでは辞書とか索引
とか、あるいはテキストの翻刻とか、われわれが手軽に使えるといいなとい
うようなものが、開架で並んでおります。これの利用価値もかなり大きく、
歴史関係やほんのわずかではございますが美術史関係のものといった、狭い
意味での国文学関係のもの以外の参考資料が、かなり豊富にならんでおりま
す。機会がありましたら、あるいは必要なことがありましたら、どうぞ御利
一 5-
用いただきたいと思います。
今日および明日、皆様の研究発表とそれをめぐっての討論、また公開講演
が、実り多いものになることを期待いたしまして、ご挨拶といたします。
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